
（様式第８号） 
 

事業報告書（令和６年度） 

 

事業名    中・高校生を対象とする①第 21期国際塾 ②ESD Café URA 2024                                      

 

団体名   NPO 法人 こくさいこども フォーラム岡山  担当者名 難波 徳行         

※活動の様子がわかる写真と説明を必ず添付してください。 

１．活動内容（日時、場所、参加対象者、人数、内容等） 

県下の中・高校生を対象に下記の 2事業を実施した。 

①第 21 期国際塾 入塾者 56 名 

 ・5/19 ～ 10/27 の間、合計 11 回の講義を実施。（於：岡山理科大、国際交流センター他） 

 ・7/29  特別講座：イタリア ファルコーネ高校生と交流。（於：国際交流センター） 

 ・8/17 ～ 8/18 夏季合宿を実施（於：県・岡山青少年育成センター）。 

その間、7講義(含む坐禅体験)を実施。 

 ・カリキュラム SDGｓ関連のテーマを計 3回（4 回、5 回、9回）取り上げた。 

 ・レポートの提出 受講者は毎回レポートを提出。これに塾長がコメントを付して返還。 

 ・年間を通じての探求 塾生を 4グループに編成。「私たちは岡山でイノベーションをど

うすれば興すことができるか」をテーマに通年で議論、結果を

最終回に英語で発表。 

・累計卒塾生は、650 名を超えた。 

 

②ESD Café URA 2024（第 11 回） 

 ・12/15  岡山コンベンションセンター（1F イベントホール）にて開催。 

 ・参加者 中・高校生 114 名（19 校）、アドバイザー、来賓、付添教員、世話人を含め  

      て、合計 161 名が参集。 

 ・「SDGｓと私 ～今、私たちにできること、提案したいこと～」をテーマに SDGｓの目標

別に 17 のテーブルに分かれて議論。結果を全体会議で発表。 

  各テーブルには、アドバイザーとしてその分野に造詣の深い社会人に参加いただいた。 

  「提案したいこと」については、注目すべきアイデアもあり、事務局に於いてこれら

を関係方面に提案する所存である。 

※ ①②の詳細については、添付「CIRCULAR」を参照願います。 

２．ESD の視点 

①事業を通じて、参加者にどのような気づきや意識・行動の変容があったか 

 ・国際塾では、平素、教室では学べないことをテーマにカリキュラムを編成しており、

広い視野を養うことができた。 

 ・国際塾の講義および ESD Café の議論を通じて、SDGｓの重要性や課題、発想、実践手

法（グローバル人材の必須条件）を学ぶことができた。 

・他校生との交流から、多くの気づきを得ることができた。 
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②どのように学び合いを取り入れたか 

 ・国際塾の講義では、アクティブラーニングを重視した。また、講義終了後、講師との

身近なフリートークを促すべく茶話会を設置した。 

 ・ESD café では、積極的に議論に参加することの重要性やまとめ方、スライドの作成、

効果的なプレゼン方法について学ぶことができた。 

③どのような学びと実践を結び付ける工夫を行ったか 

国際塾(第 5 回、第 9回)を通じて、SDGｓを身近な自分事として捉え・実践することの重 

要性を学んだ。ESD Café では、これを受けて具体的実践(自らできること、パートナーシ 

ップの構築のための提案)について議論した。 

イ・国際塾 

・第 5 回（平林金属の取組みと SDGｓ）では、企業としての幅広い取り組みを知ること

ができた。→ SDGｓを同社の自分事として捉え、多様な実践を展開している。 

→ 企業でも個人でも、できることはたくさんある！ 

・第 9回（外国人と共に暮らす社会）では、県内に在住する外国人の増加を踏まえて、

彼らとの共生をいかに実現すべきか、現状における課題は？等について考えた。 

塾生たち自身も一市民であり、昨今は、海外からの留学生を受け入れている高校も

ある。彼ら留学生といかに接するか。まさに自分事であり、自らの実践が問われる。 

 ロ・ESD Café 

 ・テーマを「SDGｓと私 ～今、私たちにできること、提案したいこと～」とした。 

グループがそれぞれに、具体的に、実践「私たちにできること」と連携「提案し

たいこと」（パートナーシップの構築）について議論した。 

３．取組の成果（事業計画書に記載した事業の目的・目標をどのように達成できたか。事

業を実施してどのような成果があったか。） 

目標１：「17 の目標を身近な自分事として捉え、「今」できることを着実に実行する」 

（国際塾）・第５回「平林金属の取り組みと SDGｓ」では、幅広に取り組む同社の例が語ら

れた。いわば、企業が自分事として SDGｓを捉えた例といえる。 

・第 9回「外国人とともに暮らす社会へ」では、在留外国人たちのかかえる日常

の困り事や日本語のむつかしさ、子育てや学校文化への戸惑い等々が語られ

た。講義やワークショップを通じて、塾生たちは、彼らとの共生実現にどう対

処すべきかを学んだ。外国人留学生を受け入れている高校もある。塾生たちは、

自分事として彼らとの接する際のポイント（やさしい日本語で、はっきり具体

的に話す等）を学ぶことができた。 

目標２：「SDGｓの発想や手法の体得」 

(ESD Café 2024) 

今回は、「SDGｓと私 ～今、私たちにできること、提案したいこと～」をテーマに議論し、 

結果を全体会議で発表した。 

・この議論を通じて、個人、あるいは小グループでできる SDGｓの実践は無限にあること、 

やパートナーシップの構築(連携)が重要であることを再確認できたと考えている。 
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例として、当日の発表の中から、いくつかを抜粋する。 

＜今、私たちにできること＞ 

 ・少額でも寄付を集める・・(後進国の)学校・教材支援 (質の高い教育をみんなに) 

 ・言葉使いに気を付ける・・いじめ防止  （すべての人に健康と福祉を） 

 ・「世界には、全く同じ人はいない」ということを理解し違いを認め合う 

         (人や国の不平等をなくそう) 

 ・節約（電気、水道、ガス）する。極力、公共交通機関を利用  (水とエネルギー) 

・エシカル等マーク付き商品を買う  (つくる責任・使う責任,気候温暖化に具体的対策を)  

 ・ポイ捨てしない。分別実行を励行する (海と陸の豊かさを守ろう) 

 ＜提案したいこと＞ 

  ・こども食堂を増やす→政府や自治体がもっと関与(支援)すべき (飢餓をゼロに) 

※資金、栄養士等専門職の配置、場所提供など 

  ・父親教室を開催する （ジェンダー平等） 

  ・環境に良いことをするとポイントが付く・・・企業が消費者にポイント付与 

                   (気候温暖化に具体的対策を) 

  ・授業のカリキュラムに経済や株式をいれる (働きがいも経済成長) 

   ・高校生が参加しやすいグループや団体を増やす （住み続けられるまちづくり） 

・「ゴミ＋資源ごみ」併設 BOX の設置 (海と陸の豊かさを守ろう) 

・川のごみが海に流れないようにフェンスやネットを設ける (海と陸の豊かさを守ろう) 

  ・ポイ捨て禁止を呼びかける (海と陸の豊かさを守ろう)  

＜後日談＞ 

  ・某県立高校から、当事務局あてに「当日 Café に参加した生徒が中心となって『すべ

ての人に健康と福祉を』を探求するグループが立ち上がったので、外国人在住者を

紹介してほしい」との要望が寄せられた。→協力を約束した。 

  ・Café に参加した生徒から、地域のイベントに協力したいので、いくつか紹介してほ

しいとの申し出があった。 

４．今後の課題と展望（事業がどのように岡山地域の ESD の取組と持続可能な社会づくり

の発展・継続につながるか） 

１・上記抜粋や後日談に見える如く、中高生たちの SDGｓへの取組意欲には強いものがある。 

当 Café は、この意欲を更に助長したい。SDGｓは世代を超えての取り組みが必要である。

彼らは、次の時代の SDGｓの担い手・リーダー候補者である。 

２・今後の課題と展望 

 ・昨今、高校現場では「探求」教育が積極的に取り組まれている。当 Café として、各校

における「探求」活動とタイアップすることも必要と考える。  

・SDGｓの実践には、自ら行動することに加えてパートナーシップの構築(連携)が重要で

ある。例えば上記提案（アイデア）も関係方面につながなければ意味がない。当 Café は、

そのためのコーデイネーター(つなぎ役)としての役割を果たせるのではないか。 

 










